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研究成果の概要（和文）：本研究は、炭素—炭素形成触媒の開発とその応用として免疫的化

学測定法（イムノアッセイ）を利用した簡便、廉価、迅速、高精度、自在な測定環境など

の特徴を有する残留農薬分析法の確立を目的として研究を行った。その結果、新規触媒を

開発し、これを応用して標的農薬特異的なモノクロナール抗体の作成に成功した。この抗

体を利用してELISA法による分析精度がppm〜ppbレベルの低分子残留農薬分析法を確立す

ることができ市販に至った。

研究成果の概要（英文）：We developed a novel catalyst for carbon-carbon bond formation and

successfully applied it for analysis of insecticide residues in agricultural products by a prepared mouse

monoclonal antibody using enzyme-linked immunosorbeninsectitide residuest assay (ELISA). The

working range was ppm-ppb level. The assay was sufficiently sensitive for analysis of the maximum

residue limits in agricultural products in Japan. Our results indicate that the system we developed was

useful for analysis of insecticide residues in agricultural products because rapid operation, highly accurate,

flexible mobility, cheap, environmentally friendly system so on. The kits are now commercially available.
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１．研究開始当初の背景
農薬は毒性の強い生理活性を示す有機化

合物がほとんどであること、ポジティブリ
スト制が導入されたことによる完全報告義

務などから残留農薬の迅速な検査は必須で
ある。現状は、複合的分析機器類などの高
価な分析装置に頼ると同時に分析場所も限
られ、総じて長時間の分析期間が必要であ
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る。４０％以上が食品輸入に依存する日本
の現状において、したがって残留農薬の迅
速な定性・定量分析法の開発が急務である。

２．研究の目的

有機合成化学を駆使して残留農薬の免
疫的化学測定法の確立を行う。免疫的化学
測定は通常用いられている機器分析に比
べて簡便、廉価、迅速、高精度な特徴を有
し、環境分析・監視やその結果から誘導さ
れる健康の維持に大きく貢献すると考え
られる。

３．研究の方法
農薬のハプテン群を触媒的手法により

合成し、残留農薬分子センサーとしての標
的農薬特異的な抗体をマウス免疫により
作成し、免疫的化学測定法に応用する。
（１）ハプテン合成のための触媒開発（２）
抗体作成
（３）ELISA 法へのセットアップ
（４）キット化、市販

４．研究成果
生物機能を利用したイムノアッセイは、

ELISA 法による迅速で簡便・廉価な点に於
いて、標的物質の定性・定量などに威力を
発揮するものと考えられる。しかしイムノ
アッセイには標的化合物に対して特異的
な抗体を用いるが、農薬を含む環境負荷物
質の多くは低分子化合物であるため、それ
自体を直接免疫しても抗体は得られない。
そこで触媒的手法（触媒的炭素—炭素結合
形成反応）で側鎖を導入した誘導体（ハプ
テン）を合成し、キャリヤー蛋白質と結合
させて免疫源とし、蛋白質の一部として認
識させることにより、標的化合物を特異的
に認識する抗体が得られる。農薬はその多
くが活性水素やハロゲンを含んでいるこ
とに特徴がある。これらの官能基部位を含
む農薬の特徴に着目し、独自に開発した触
媒的リンカー導入方法を応用してハプテ
ン群の合成が可能である．本研究で具体的
には、（１）炭素炭—素結合形成反応の触
媒開発（２）殺虫剤ハプテン合成、（３）
標的農薬モノクロナール抗体作成、標的農
薬標識抗体作製、標的農薬キット化，市販
化等の成果を得た。標的農薬には機器分析
が特に煩雑な殺虫剤エマメクチンと殺菌
剤アゾキシストロビンを選定した。その結
果、最終的に堀場製作所（株）による市販
化、等が達成された。成果は、国内外学会
発表、論文発表、特許申請等を行った。本
成果は、現在、輸入品目の定常的検査、国
内生産拠点での戦略的監視、農薬製造メー
カーの自主検査用、研究用などに既に利用

されている。今後、多標的センシングに展
開して行きたい。
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